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（参考）ＤＰＣレセプトの場合の補記方法 
 急性期入院医療の診断群分類別包括評価制度によるＤＰＣ（診断群分類  Diagnosis Procedure 
Combination）レセプトは例４～６に示すようなレセプト形式になっており、レセプト左上診療報酬明細書の横

に括弧書きで「包括評価用」と書かれている。このようなレセプトが出てきたときの補記の方法について以下に

例示する。 
 包括分と出来高分の組み合わせの場合、傷病名が何も記載されていないレセプトが 1 枚目（例４）に出てくる。

「日数」と「請求点数」は包括と出来高の合計（Ａ＋Ｂ）となる。 
 2 枚目（例５）の包括分のレセプトの傷病名については、レセプト左側の傷病情報欄を見て、該当する疾病番

号を「今回入院年月日」、例５のレセプトで言うと平成 17 年 7 月 15 日の下に複数の番号がある場合はカンマ

区切りをしながら、記入していく。 
 3 枚目（例６）に他のレセプトの同様の形式で傷病名、診療開始日が記載されているレセプトが出てくるので、

氏名、生年月日等で同一患者かどうか確認し、同様に疾病番号を補記する。包括評価用のレセプト（例４，５）

に記載のない他の生活習慣病の情報を併せて入力する。 
 
（例４）                               （例５） 
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


